2012道本部企画総務局発295号　
２０１２年４月２４日　

地方本部　執行委員長
   　 　　〃      青年（青年女性）部長
　各　単組総支部　執行委員長  様
  　  　  〃      青年（青年女性）部長
　　　道本部　青年部幹事
自治労北海道本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　山上　　潔
青年部長　牧野　長武
「さようなら原発1000万人アクション（全国署名）」の強化について
日頃のご活動に心より敬意を表します。

さて、昨年８月から取り組んできた署名行動ですが、すでに2012道本部総合政策局発第0244号でも通知されているとおり、３月中に予定されていた野田首相、衆議院議長、参議院議長への署名提出が見送られ、５月末まで署名のとりくみが延長されています。

こうしたなか、道本部青年部としても、４月21～22日に道本部青年部拡大幹事会を開催し、署名を上積みするために青年にできることはないかということを議論し、下記の２点を取り組んでいくことを確認しています。

緊急の取り組みとなりますが、原発をなくそうという世論を盤石なものとし、核のない安心して暮らせる社会を実現するためにも、積極的かつ、大胆な運動展開をお願いします。
記

　１．署名の上積みにむけた取り組み

　　①新人ローラー作戦

４月を迎え、各職場に新規採用職員が入っていると思いますので、新規採用職員に趣旨を説明の上、署名の協力を求めましょう。なお、すでに基本組織で対応している場合もありますので、実施にあたっては連携を図ってください。

　②ＧＷ知友人ローラー作戦

　　ゴールデンウィークには、知友人と会う機会も多いと思います。

  各単組総支部は、連休前に青年部員に署名用紙を配布し、各青年部員は、連休中は常に署名用紙を持ち歩き、知友人へ署名の協力を求めましょう。

　　

※不明な点については、道本部青年部　牧野・高山までご連絡ください。

TEL ０１１－７４７－３２１１　　FAX ０１１－７００－２０５３

以　上

                                                　　　 2012道本部総合政策局発0244号

                                                           　　　     2012年３月22日
    各　地方本部・単組・総支部　執行委員長　　様

                                               　　　　　 自治労北海道本部

                                         　　　　　　　　 執行委員長　　山　上　　潔

                                          　　 　　　　　　　　　（政　治　部）

「さようなら原発1000万人アクション（全国署名）」のとりくみ延長について

日頃のご健闘に心から敬意を表します。

昨年８月からとりくんできた標記署名は、現在、全国5,153,547筆（目標1000　万筆）、北海道341,713筆（目標50万筆）その内自治労北海道216,991筆（目標30万筆）の集約結果となっています。

このことを受けて、残念ではありますが、「さようなら原発」一千万署名市民の会としては、３月中に予定していた野田首相、衆議院議長、参議院議長への署名提出を見送りました。

先般、マスコミが実施した脱原発にかかわる全国調査では、今後原発を減らしていくべきとした回答が８０％以上であったということを踏まえたとき、私たちの想いと行動が、未だ多くの市民の受け皿となりきれていないというが、事実であろうと考えます。しかし、そのような国民の認識に反して、「原発推進」勢力は、虎視眈々と巻き返しをはかろうとしています。
  一つには、島根３号機（進捗率9割以上）、大間（同３割以上）が新規原発として準備を進めていること。

　二つには、泊原発をはじめとして、活断層など新規の知見や地震・津波などの規模想　　　　　　　定などを歪曲したままで、机上のストレステストの判定で再稼働をはかろうとする動き。

　三つには、国内での新規原発立地が見込めない大企業のために、代償措置として原発　　　　　　　の輸出を官民一体となって進めようとしている事実。

　四つには、経済効率と電力が不足してもいいのかといわんばかりの、一部マスコミを　　　　　　　つかっての国民を脅すキャンペーンが日に日に強まっていることです。

  このような情勢（別紙１）を判断し、中央段階では、５月末までの署名とりくみ延長による「1000万筆の目標達成」をめざすこととなりました。

つきましては、自治労北海道本部としても北海道段階における「目標50万筆」に向けたとりくみを継続していきたいと考えます。

  具体の取り組みについて､次のとおり要請させていただきますので、各地本・単組におかれましては、格段のご理解をお願いいたします。

                                      記

１．取り組みの基本

　道本部は、この度の取り組み要請において、地本・単組および地域の実情を理解する中で、必要な支援態勢等について、地本・単組と十分に協議し、取り組みの前進をはかる。

（ウラヘ）
２．要請内容

   （１）署名集約実績が５０％未満（組合員数×５人）の単組について

     　①組合員、家族、知友人などへの再要請。

　　　 ②新入職員および臨時非常勤等職員のみなさんへの働き掛け

       ③退職者、消防の仲間、外郭団体、公共民間の仲間への要請の追求。

       ④組織内議員等（連携可能な議員含む）との共同（後援会など）

       ⑤地本・道本部が計画する諸活動への参加

　　　 ⑥各地域（フォーラム）などが計画する街頭署名活動等への参加
　 （２）署名集約実績が100％未満（組合員数×５人）の単組について　

     　①組織内の総点検による、未集約部分の解消

　　　 ②新入職員および臨時非常勤等職員のみなさんへの働き掛け

       ③地本・道本部が計画する諸活動への参加

　　　 ④各地域（フォーラム）などが計画する街頭署名活動等への参加
　 （３）署名集約実績が100％を超える（組合員数×５人）単組について　

     　①組織内の総点検。

　　　 ②党、農民連盟など友誼団体との連携による、農協、漁協など一次産業団体への　　　　　働き掛けの追求

       ③地本・道本部が計画する諸活動への参加

　　　 ④各地域（フォーラム）などが計画する街頭署名活動等への参加

３．署名対象について

  なお、署名は、住民の方であればどなたでも対象であり、選挙権にかかわる２０歳以上ということではありません。 小中・高校生でもお願いしてください。

４．署名集約期限

    ２０１２年５月２５日（金）までに道本部（政治部　中村）へお願いします。

５．署名用紙（別紙２）

     誠に申し訳ありませんが、（別紙２）をコピーしていただきたいと考えます。

６．その他

   （１）北海道平和フォーラムからの要請文　別紙３

   （２）各単組別等集約状況　　別紙４

        地本・単組のご理解を心よりお願いするものであります。　　　　　　

以　上

